
日本の実験映画、ビデオアートのパイオニ
ア的な存在として知られる出光真子さん。近
年は、ジェンダーや身体をめぐる国際的な議
論の高まりと共に、その先駆的な実践があ
らためて注目されています。出光さんの活動
の全貌を振り返る本展に際し、担当学芸員
が当時の制作について、お話を伺いました。

ー創作することは呼吸をするみたいなこ
とだとインタビューでお話しされていたこと
がありますが、フィルムでの撮影を始める
原動力はなんだったのでしょうか。
出光真子（以下、IM）：８ミリが一番身近で経済
的だったことはありますよね。一人でもいいし、
ちょっと手伝ってくれたらできるんですよね。当
時はサム・フランシスと結婚してたから、彼の周
りで撮影していました。

ー作品には、こういう方向性のものを作る
んだ、という出光さんの強い意志を感じます。
IM：それはおっしゃる通りで。かなり頑張ってや
ろうってことをやらないと、現実にはならなかっ
たですよね、あの時代は。

ー８ミリの技術的なことは、ご自身で勉強
されていたのですか。
IM：うん、自分で回せますしね。独学でやっていまし
た。フィルムにそこまで苦手意識はなかったですね。

ー撮影は事前にどのように準備されてい
たのですか。
IM：私が興味を持って、やりましょうかって話を
すると、じゃあやろうかって、即興っぽい感じで
撮影していました。とにかく撮ったらそれを作品
にして出していた記憶があります。

ー編集もご自身でされていたのですよね。
IM：自分でやっていました。そこで本当に問題

1940年、出光興産創業者・出光佐三の四女に生まれる。お茶の水女子大学附属小・
中・高から早稲田大学第一文学部に進む。卒業後ニューヨークへ留学。抽象画家サ
ム・フランシスと結婚。二児の母。妻であり母であることを超える創造表現への想い
やみがたく、映像作家の道を歩む。自身の経験からフェミニズムをベースに、家庭に
おける親と子、表現者として女性が生きる際の社会的摩擦などを問いつづける。著書
に『ホワット・ア・うーまんめいど─ある映像作家の自伝』（岩波書店、2003年）、『ホワ
イトエレファント』（風雲舎、2011年）など。
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や身体をめぐる国際的な議論の高まりのなかで、
その実践があらためて注目されています。 
　東京都写真美術館では、2016年～2017年度に
出光真子のフィルム/ビデオ全作品および主要な
インスタレーション作品を収蔵しました。本展は収
蔵後初公開となる作品を含め、出光の創作活動の
全貌を振り返る大規模な回顧展です。当館で収蔵
する全作品を、展覧会と上映により網羅的に紹介
します。

　出光真子（1940 –）は、日本における実験映画
およびビデオアートの先駆的な作家です。1960年
代にアメリカ滞在を経て制作を始め、女性の生き
方や家族、メディアと社会の関係を主題に、フィル
ムや当時のビデオを用いた作品を発表しました。
とりわけ1970年代以降のビデオ作品では、テレ
ビ・メロドラマの語法を取り入れながら、母と子、
夫婦関係、女性の社会的役割といったテーマを独
自の視点から描き出しています。近年は、ジェンダー

INTERVIEW

出光真子

[1]  《Sti l l  L i fe》1993 - 2000年  ミクストメディア 撮影：阿久井長則　 [2]  《Woman ’s House》1972年  シングルチャンネル・ビデオ（オリジナ
ル：16mmフィルム）、カラー、サウンド、13分40秒　 [3]  《グレート・マザー 幸子》1984年  シングルチャンネル・ビデオ、カラー、日本語（英語字
幕付）、18分50秒   すべて東京都写真美術館蔵　©Mako Idemitsu

｜観覧料｜一般700円ほか 各種割引、リピート割引あり　｜主催｜東京都、東京都写真美術館

だったのは、女であることで入れない場所が
あったんですよね。すごく印象に残っている。ア
ジア人差別もあって、60年代のアメリカは、女
が何かをやるということに対して、そんな感じ
だったと思います。

ーフィルム作品の中には、光と影の陰影
を特徴とした《At Yukigaya 2》（1974）、
大量のカタツムリが蠢く《 S o m e t h i n g 

Within Me》（1975）や肉と血のクローズ
アップが生々しい《B a b y  Va r i a t i o n》
（1974）など触覚的で生理的感覚に訴える
ような作品が結構あるように思えます。
IM：そうですね。肉や内臓、こういうのって女
じゃないとね。ご飯作っていたりして、台所にい
なきゃ出てこないですよね 。

ーレバーも冷蔵庫にあったからと書いて
らっしゃいましたね。しかもペンキが付いて
着色されているから、ポップな感じがします
けれど、これはすごい発想です。タイトルは
《Baby Variation》ですね。
IM：子供の誕生。産んだ時の感じとか。こんな
感じだったのよ。

ーフィルム作品では、雲や空がよく登場し
ますが、その足元には、息子さんの修さん
や真悟さんが小さい体で駆け回っていた
んですよね。台所の肉もそうですが、あらた
めて、出光さんの作品が現実世界と地続き

であることを強く実感します。
IM：現実がなきゃつまんないですよね。作り話
ばっかりじゃね。

ー《Woman ’s House》（1972）は最初
の16ミリ作品ですね。
IM：ああ懐かしいですね。

ー美術家ジュディ・シカゴとミリアム・シャ
ピロとその学生たちが企画した展示で、
フェミニスト・アートの中心人物になってい
くシカゴたちと交流があったのですよね。
IM：交流はあったと思うのですが、白人である
から、随分違いますよね。ウーマン・リブの運動
も一緒の気持ちになるより、そういう運動があ
るんだって感じでした。私はちょっと外れたとこ
ろから見ていましたね。

ー最初の頃はフィルム作品を制作されて
いて、徐々にビデオの作品を撮られるよう
になっていますが、フィルムとビデオの違い
はありますか？
IM：時代と一緒に動いていたんじゃないかなと
思いますね。見せるにしても、その時代に使って
いるやり方じゃないとできないから。

ー〈アニムス〉（ 1982）や〈グレート・マ
ザー〉（1983 - 84）のシリーズのタイトルに
は、ユングの心理学が参照されていて、見
えない内面性がテーマになっていたと思
います。意識的にこういったコンセプトでド
ラマを作ろうと思われたわけですね。
IM：そうですね。最初からユングの夢判断は
やっていたことだから、頭の中にふわふわある
んですよね。作ることで、結構心の中を整理して
いくということがありました。

ー展覧会カタログの対談*で、「自分が創
作しつづけるということが、自分自身の魂
を作っていくようなことだ」とおっしゃって
いたのが印象に残っています。出光さんの
創作活動は、ご自身の問題を解決していく
ような過程でもあったのかとあらためて感
じます。今見てもすごく真に迫る、切実さが
あります。
IM：ああ、嬉しいですね。やっぱり女同士じゃな

いとわからないとこありますしね。

ーそれから女性の問題を細かく形にする
方法を見つけ出していっていらっしゃる。一方
で制作する楽しさは感じられていましたか。
IM：楽しさなんて全然。家では日常的に大変な
ことになっていたから。でもやっぱりミッションで
すね。自分のやるミッションって一回やり始めた
らやっぱりやめられない、やめられなくなる。そ
したら、あんなにたくさんの作品になっちゃった。

ー今回の展示では、インスタレーション
作品も展示する予定です。元々早い時期か
ら、《祖母・母・娘》（ 1976）や《女たち》
（1977）など、インスタレーションを発表さ
れていますが、どのような経緯で制作され
たのでしょうか。
IM：《女たち》（4人の女性たちが撮影した映像
をモニターに映し出し、その様子を出光が撮影
していった）では、「ホーキ星」（女性解放運動に
関わる人々のための新宿にあった空間）の皆さ
んがいらしてくださったんですよね。多分皆さん
と見るために作っていました。女性たちの集まり
の最初の頃で、家にいらしてくださって、一緒に
見たんです。 その場で話したりして、笑ったりな
んだかんだってやりましたね。懐かしいですね。

ー最後に、もう一度カメラを手に取るとし
たら、何を撮りますか。
IM：考えたことがありません。撮り切ったって
気はしないけれど、もう結構です。準備が大変っ
てことだけではなく、心の中が重く不安になっ
て、明日が来なきゃいいと思っていました。どん
どん関わる人が増えていって、かなり気を張っ
て緊張感でやっていました。

ーそれで文章を書かれていくようになっ
たのですね。
IM：むしろ、そっちの方が自分でできるので。今
でも書くことはやっています。

　

2026年2月27日インタビュー
聞き手：田坂博子、遠藤みゆき（東京都写真美術館  学芸員）
図録掲載インタビュー（出版：HeHe　編集：中村水絵）より
一部抜粋・編集

*『出光真子作品展プロジェクト「私がつくる。私をつくる。」
カタログ第2部  記録・資料編』 2002年 ,  p.20
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※本展タイトルにある「おんなのさくひん」（What a Woman Made）は、映像作家・出光真子の評価を決定付けた、初のビデオ作品
（1973）のタイトルを用いた。



展覧会の開催に合わせて、品揃えが
ガラリと変わるミュージアム・ショッ
プ。TOPの収蔵作品を使った新しい
ポストカードができました。過去の展
覧会で見たことのある作品も多い
かもしれません。おみやげやご来館
記念に、ぜひお買い求めください。
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JR恵比寿駅東口より徒歩約7分、
東京メトロ日比谷線恵比寿駅より
徒歩約10分※当館には専用駐車
場はありません。恵比寿ガーデンプ
レイスの駐車場をご利用ください。

〒153- 0062 東京都目黒区三田1-13-3 恵比寿ガーデンプレイス内 
[ TEL] 03- 3280- 0099　www.topmuseum.jp

2F SHOP1F CAFE 4F LIBRARY

[営業時間] 10:00 -18:00
 （木・金は20:00まで）
[ TEL] 03 - 6447-7684
[定 休 日] 美術館の休館日に準じます

人気のカフェメニュー「ガトーショコラ」。
しっとり濃厚なガトーショコラに、三河み
りんでやわらかく煮たいちじくを合わせ
ました。コクのある甘みと、いちじくのプチ
プチ食感をお楽しみください。

写真集や写真史・映像史に関する図書、技法書、
展覧会図録などを閲覧いただけます。

500円で気軽にショートフィルムがお楽みいただけます。
毎月のプログラムは当館ウェブサイトで。

[営業時間] 10:00 -18:00（木・金は20:00まで）
[ TEL ] 070 - 8591- 3730  [定休日] 美術館の休館日に準じます

[開室時間] 10:00 -18:00　 [休室日] 美術館の休館日、特別整理期間等

次の企業・団体のみなさまに東京都写真美術館の活動を
支援会員様としてご支援いただいております。支援会員

（株）＝株式会社、（相）＝相互会社、（有）＝有限会社、（公社）＝公益社団法人、（同）＝合同会社、（一社）＝一般社団法人、（一財）＝一般財団法人

特別賛助会員
キヤノン（株）
全日本空輸（株）　
（株）ニコン

賛助会員
キヤノンマーケティング
　ジャパン（株）
（株）資生堂
大日本印刷（株）
TOPPANホールディングス（株）
富士フイルム（株）

特別支援会員
アイコニア・ホスピタリティ（株）
アサヒグループホールディン
　グス（株）
サッポロ不動産開発（株）
サッポロホールディングス（株）
東急建設（株）
ピクテ・ジャパン（株）

支援会員
あいおいニッセイ同和損害
　保険（株）
（株）アイネスト
アイング（株）
アオイネオン（株）
（株）アクト・テクニカルサポート
（株）浅沼商会

（株）朝日工業社
朝日新聞社
（株）朝日新聞出版
朝日生命保険（相）
（株）アフロ
（株）アマナ
（株）岩波書店
（株）潮出版社
（一財）AVCC・霞が関ナレッジ
　スクエア（KK²）
（株）エージーピー
ＳＭＢＣ日興証券（株）
ＳＢ Ｃ＆Ｓ（株）
（株）ＮＨＫエデュケーショナル
（株）ＮＨＫエンタープライズ
（株）ＮＨＫ出版
（株）ＮＨＫテクノロジーズ
ＥＮＥＯＳホールディングス（株）
エルメス財団
ＯＭデジタルソリューションズ（株）
カールツァイス（株）
花王（株）
鹿島建設（株）
カトーレック（株）
（株）ＫＡＤＯＫＡＷＡ
神奈川新聞社
カルチュア・コンビニエンス・
　クラブ（株）
（株）企業変革創造
（株）キクチ科学研究所
（株）キタムラ

キッコーマン（株）
（株）紀伊國屋書店
ギャラリー小柳
共同印刷（株）
共同カイテック（株）
（一社）共同通信社
空港施設（株）
（株）久米設計
グローリー（株）
（株）ケー・アンド・エル
ゲッティイメージズジャパン（株）
興亜硝子（株）
（株）弘亜社
（株）公栄社
（株）廣済堂
（株）講談社
（株）光文社
（株）国書刊行会
（株）コスモスインターナショナル
小山登美夫ギャラリー（株）
佐川印刷（株）
三愛オブリ（株）
産経新聞社
サントリーホールディングス（株）
（株）ジェイアール東日本企画
（株）ＪＴＢ
（株）シグマ
（株）時事通信社
（株）実業之日本社
信濃毎日新聞社
清水建設（株）

（株）写真弘社
写真の学校／東京写真学園
シャネル（同）
（株）集英社
シュッピン（株）
（株）小学館
松竹（株）
信越化学工業（株）
（株）新潮社
（株）晋遊舎
（株）スタジオエムジー
（株）スタジオジブリ
（株）ＳＵＢＡＲＵ
住友生命保険（相）
（株）住友倉庫
（株）生活の友社
セイコーグループ（株）
双日（株）
ソニー（株）
損害保険ジャパン（株）
第一生命保険（株）
台新國際商業銀行
大和証券（株）
（有）タカ・イシイギャラリー
（株）髙島屋
（株）竹中工務店
（株）タニタ
（株）タムロン
（株）丹青社
（株）中央公論新社
中外製薬（株）

（株）築地製作所
T＆Dフィナンシャル生命保険（株）
（株）ＴＢＳテレビ
（株）デサン
（株）テレビ朝日
（株）テレビ東京
（株）電通
東亜建設工業（株）
東映（株）
（株）東京印書館
弁護士法人東京笠井法律
　総合事務所
東京工科大学 /日本工学院
東京工芸大学
東京新聞・中日新聞社
（株）東京スタデオ
東京造形大学
東京綜合写真専門学校
（株）東京ダイケンビルサービス
東京建物（株）
東京地下鉄（株）
東京テアトル（株）
東京都競馬（株）
（株）東京ニュース通信社
専門学校東京ビジュアル
　アーツ・アカデミー
（株）東京美術倶楽部
東京メトロポリタンテレビ
　ジョン（株）
東京冷機工業（株）
（株）東芝

東宝（株）
（株）東北新社
（株）東洋経済新報社
（株）トータルメディア開発
　研究所
（株）徳間書店　
戸田建設（株）
（株）トロンマネージメント
（株）ニコンイメージング
　ジャパン
日油（株）
日活（株）
日機装（株）
日光ケミカルズ（株）
日本貨物航空（株）
（株）日本デザインセンター
日本ヒューム（株）
（株）ニッポン放送
日本レコードマネジメント（株）
日本空港ビルデング（株）
日本経済新聞社
（株）日本廣告社
（公社）日本広告写真家協会
日本写真印刷コミュニ
　ケーションズ（株）
（公社）日本写真家協会
（公社）日本写真協会
日本写真芸術専門学校
日本生命保険（相）
日本大学芸術学部
日本ロレックス（株）

野村證券（株）
（株）ハーツ
（株）博報堂
（株）博報堂プロダクツ
（株）ハセガワエスティ
パナソニックホールディングス（株）
（株）パラゴンホールディングス
（株）バンダイナムコフィルム
　ワークス
ぴあ（株）
ビー・マックス（株）
北海道 写真の町東川町
（株）美術出版社
（株）ビックカメラ
平岩塗装（株）
（株）ピラミッドフィルム
（株）ファーストリテイリング
（株）フェドラ
（株）フォーカスシステムズ
（株）富士通パーソナルズ
（株）フジテレビジョン　
（株）フジヤカメラ店
芙蓉総合リース（株）
（株）フレームマン
プロフォト（株）
（株）文化工房
（株）文藝春秋
北海道新聞社
（株）ホテルオークラ東京
堀江車輌電装（株）
本田技研工業（株）

支援会員入会お申込先
東京都写真美術館支援会員事務局

[ TEL] 03- 3280- 0032

（令和8年4月現在・五十音順）

図書室

1F HALL好評！OneCoin映画館900円（税込）

ポストカード（15種） 各165円（税込）

毎日新聞社  
丸善雄松堂（株）
マルミ光機（株）
（株）マンダム
（株）みずほ銀行
三井住友海上火災保険（株）
三井倉庫ホールディングス（株）
三井不動産（株）
三菱製紙（株）
三菱電機（株）
明治安田生命保険（相）
森ビル（株）  
ヤマト運輸（株）
（株）吉野工業所
（株）ヨドバシカメラ
読売新聞社
ライオン（株）
ライカカメラジャパン（株）
（株）リビタ
（株）良品計画
（株）ロボット
（株）ワコウ・ワークス・
　オブ・アート
（株）ワコール
※ほか1法人・1個人

EXHIBITION

※事業は諸般の事情により変更することがございます。最新情報は当館ウェブサイトでご確認ください。

　本展は、「愛について アジアン・コンテンポラリー」展（2018年）に
続くシリーズ第2回目の展覧会であり、三影堂厦門撮影芸術中心の
ディレクターを務める滕青云（テン・チンユン）氏との共同企画です。三
影堂は国際的に活躍する写真家・榮榮＆映里（ロンロン＆インリ）に
よって2007年に北京で設立され、写真の複合施設として重要な役割
を果たしてきました。異なる視点や背景をもつ作品が同じ空間に並ぶ
ことで、複数の視点、文化、時間、そして個人の経験が交差し、そこから
生まれる関係性や響き合いを探ります。

2026

9 /30
（水）

2027

1 / 17
（日）

｜観覧料｜一般900円 ほか 各種割引あり　｜主催｜東京都写真美術館

2F

ジャン・ポンイー《 D a r k  A d d i c t i o n 
17′33″》2013年 インクジェット・プリント 
作家蔵  ©Jiang Pengyi ,  Courtesy of 
ShanghART Gallery

※事業は諸般の事情により変更することがございます。最新情報は当館ウェブサイトでご確認ください。

TOPコレクション  明日の食卓
TOP  Co l l ec t i on :  Tomor row ’s  D in ing  Tab le

アジアン・コンテンポラリー
As ian  Con tempora ry

　「 T O Pコレクション」展は、東京都写真美術館が収蔵する約
39,000点の写真・映像作品をさまざまな切り口で紹介する展覧会
です。2026年度第二期のテーマは「食」。わたしたちは日々の食事
からできており、「生きること」と「食」は切っても切り離せない関係
にあります。本展では、食にまつわる多様な視点から制作された写
真・映像表現を紹介し、「明日の食卓」を考えるきっかけを探ります。
食事にまつわる記憶や人とのつながり、現在わたしたちが置かれて
いる環境への問いなど、みなさまと一緒に、「食べること」や「共に
生きること」について再考する展覧会です。

2026

7 / 2
（木）

2026

9 / 21
（月・祝）

｜観覧料｜一般700円 ほか 各種割引あり　｜主催｜東京都、東京都写真美術館　｜後援｜J -WAVE 81.3FM

3F

原美樹子〈発語の周縁〉より 2004年
発色現像方式印画 東京都写真美術館蔵〈出品作家〉島尾伸三、野口里佳、潮田登久子、原美樹子、川内倫子、奈良原一高、

山田實、竹谷出、宮本隆司、宮崎学、土田ヒロミ、楢橋朝子、岩井優、折元立身

〈出品作家〉村越としや、ワン・トゥオ、スイ・タカ、ルオ・ヤン、ジャン・ポンイー、
fumiko imano

NEWS

SCHEDULE

恵比寿映像祭 2027　2 .5（金）- 2 .21（日）

北野謙     
3.6（土）- 6.6（日）

企

アジアン・
コンテンポラリー　 

9.30（水）- 2027.1.17（日）
企

出光真子
おんなのさくひん

――ある映像作家の自伝　 
6.18（木）- 9.21（月・祝）

収
Nikon Small World /

NIKON JOICO AWARD展 　
7.25（土）-8.23（日）

誘

木村伊兵衛写真賞
第50回記念写真展 　 
10.31（土）- 11.23（月・祝）

誘

岡田敦 ユルリの馬 　 
12 .1（火）- 2027.1.17（日）

誘

ソニーワールドフォト
グラフィーアワード2026　 

6.20（土）- 7.20（月・祝）
誘

APAアワード2027展  　
2.27（土）-3.14（日）

誘

1F上映および展覧会の
最新情報はこちら

▼

3F 2F B1F 1F

3階展示室のみ
2 .5（金）- 3 .22（月・振）

TOPコレクション
明日の食卓 　 

7.2（木）- 9 .21（月・祝）
収

日本の新進作家
vol.23　  

9.30（水）- 2027.1.17（日）
企

収蔵展収 誘致展誘企画展企

夜間特別開館
8月6日から8月28日までの木・金曜日は、開館時間を21:00まで延長します。

ファミリープログラム
「じっくり見たり、つくったりしよう！」
展覧会をじっくり見たり、写真をつくったりす
る、夏休みの体験プログラムです。19世紀に
発明された写真技法「青写真」（サイアノタイ
プ）を体験します。ぜひご参加ください。

スマホで多言語対応も！ 文字表示支援付きギャラリートーク

お得なセット券も販売中

担当学芸員による展覧会ギャラリートークの内容を文字で表示します。
同行スタッフのタブレット画面やお手持ちのスマートフォンで解説を読
みながら、鑑賞をお楽しみいただけます。約30の多言語表示も可能。実
施日は、6月26日、7月10日、10月9日、10月16日ほか。各日14:00より。

複数の展覧会鑑賞にはセット券がお得です。詳細は1階総合受付にてお問い合わせください。

詳細はこちら▲

詳細はこちら▲

当日参加可

制作の様子

例）「出光真子」展と「TOPコレクション 明日の食卓」展をご鑑賞の場合  通常一般1,400円→セット券1,260円

[日程] 8月1日（土）、2日（日）14:00-16:30
[対象] 小学3～6年生とその保護者（2人1組） 事前申し込み制

ワン        コイン

東京都内の美術館・
博物館等を
お得に見られる
「ぐるっとパス」
▼詳細はこちら▼


